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●男女共同参画室
http://www.okayama-u.ac.jp/user/jinji/diversity/danjo/index.html

●
雇
用
の
確
保

公
募
し
た
若
手
女
性
研
究

者
を
３
年
任
期
で
採
用
す
る

「
ウ
ー
マ
ン
・
テ
ニ
ュ
ア
・
ト

ラ
ッ
ク
（
W
T
T
）」
教
員
制

度
は
２
０
０
９
年
度
に
ス
タ
ー

ト
。
年
３
～
４
人
ず
つ
、
計
11

人
を
採
用
（
12
年
度
内
定
者
含

む
）
し
た
。
W
T
T
教
員
は

特
任
助
教
と
し
て
の
活
動
の
か

た
わ
ら
、
学
生
・
院
生
の
教
育

に
も
携
わ
る
。
W
T
T
教
員

対
象
の
各
種
ス
キ
ル
・
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
も
開
か
れ
、
大
学
の

研
究
者
・
教
育
者
と
し
て
の
ノ

ウ
ハ
ウ
も
修
得
す
る
。
11
年
か

ら
新
規
に
ス
タ
ー
ト
し
た
文
科

省
科
学
技
術
人
材
育
成
費
補
助

金
「
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
普
及
・

定
着
事
業
」
に
W
T
T
制
度

が
選
定
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
に

よ
る
研
究
資
金
の
支
援
で
自
立

し
た
研
究
環
境
が
一
層
整
備
さ

れ
た
。
任
期
中
の
実
績
に
よ
り
、

常
勤
教
員
と
し
て
の
道
も
開
か

れ
て
い
る
。

一
方
、
女
性
教
員
の
出
産
・

育
児
・
介
護
な
ど
と
研
究
の
両

立
を
支
援
す
る
た
め
の
制
度
整

備
も
進
ん
で
い
る
。
研
究
支

援
員
の
配
置
が
行
わ
れ
、

延
べ
40
人
が
活
用
。
12

年
度
か
ら
は
男
女
を
問

わ
ず
利
用
で
き
る
。
研
究

支
援
員
の
情
報
を
収
集
し
、

教
員
に
紹
介
す
る
人
材
登
録

バ
ン
ク
も
設
置
。
情
報
は
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
、
男
女
共
同

参
画
室
で
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。

●
気
軽
に
相
談

女
性
の
悩
み
に
応
じ
る
相
談

室
を
津
島
地
区
で
は
火
・
金
曜

日
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時
、

環
境
理
工
学
部
２
階
の
キ
ャ
リ

ア
サ
ポ
ー
ト
室
分
室
で
、
鹿
田

地
区
で
は
月
曜
日
の
午
前
10
時

～
午
後
４
時
、
医
学
部
記
念
会

館
３
階
で
開
設
。
女
性
臨
床
心

理
士
が
、
キ
ャ
リ
ア
確
立
や
結

婚
・
子
育
て
な
ど
の
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
、
日
常
の
悩
み
な
ど
に
応

じ
る
。
メ
ー
ル
（support-w

@
adm
.okayam

a-u.ac.jp

）
で
の

相
談
も
可
能
。
２
カ
月
に
１
回

程
度
開
く
「
キ
ャ
リ
ア
・
カ

フ
ェ
」
に
は
女
性
教
職
員
や
院

生
ら
が
参
加
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

な
ど
を
活
用
し
、
日
ご
ろ
の
悩

み
を
気
軽
に
話
し
合
え
る
場
と

し
て
定
着
し
た
。

ダイバーシティ推進本部

集え！女性研究者―。男女共同参画室では、次世代を見据え、
男女ともに大いなる資質と能力が持続的に飛躍向上し、開花す
る環境整備を目指し、取り組みを進めている。

●
リ
ケ
ジ
ョ
を
応
援

理
系
分

野
へ
の
理
解

を
深
め
て
も

ら
お
う
と
、

W
T
T
教

員
と
院
生
が

最
先
端
の
研

究
を
分
か
り

や
す
く
解
説

す
る
「
お
か

や
ま
サ
イ
エ

ン
ス
・
ト
ー

ク
」
は
次
世

代
を
担
う
中
・
高
生
を
対
象
に
、

現
地
校
に
出
向
き
年
５
回
程
度

開
催
。
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
の

時
間
も
設
け
、
将
来
や
人
生
設

計
に
つ
い
て
自
由
に
話
し
合

う
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
理
系
の
学
部
生
・
院
生
が

フ
リ
ー
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

形
式
で
高
校
生
と
接
し
、
そ
の

魅
力
を
伝
え
て
い
る
。

講
義
で
も
男
女
共
同
参
画
の

視
点
に
立
っ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
目
的
に
、
本
年
度
か
ら
教
養

教
育
科
目
を
開
講
。
来
年
度
は

「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
目

指
す
あ
な
た
へ
：
男
女
共
同
参

画
社
会
の
ラ
イ
フ
・
デ
ザ
イ
ン
」

と
講
義
名
を
改
め
、
オ
ム
ニ

バ
ス
形
式
で
開
講
す
る
。

●次世代育成支援室
http://www.okayama-u.ac.jp/user/jinji/diversity/jisedai/index.html

子育て応援します―。次世代育成支援室では、仕事と家庭の両
立を支援する。岡山大学は2010年度に次世代認定マーク「く
るみん」を取得、本年度は「おかやま子育て応援宣言企業」の
中でも独自性、先進性のある取り組み内容で、優れた成果があっ
たとして岡山県知事から表彰を受けた。

も
、
明
る
く
素
直
な
子
ど
も
、

挨
拶
が
で
き
る
子
ど
も
、
頑
張

る
子
ど
も
、
感
謝
の
で
き
る
子

ど
も
の
五
つ
を
掲
げ
る
。

09
年
10
月
に
は

岡
山
大
学
病
院
内

に
「
ま
す
か
っ
と

病
児
保
育
ル
ー
ム
」

を
開
設
。
専
任
の

小
児
科
看
護
師
と

保
育
士
が
常
駐
し
、

生
後
６
カ
月
か
ら

小
学
６
年
の
病
中
・
病
後
（
小

児
科
医
が
指
定
す
る
感
染
症
を

除
く
）
の
子
ど
も
を
４
人
ま
で

預
か
る
こ
と
が
で
き
る
。

長
期
休
業
中

（
春
、
夏
、
冬
休
み
）

に
は
学
童
保
育
施

設
「
か
い
の
き
児

童
ク
ラ
ブ
」（
津

島
地
区
）
を
開
設

し
、
学
内
関
係
者

の
小
学
生
を
預
か

る
。
定
員
は
60
人
で
、
地
域
の

子
ど
も
も
一
部
受
け
入
れ
て
い

る
。
保
育
時
間
は
午
前
７
時
半

～
午
後
７
時
ま
で
。
竜
ノ
口
登

山
、皆
既
日
食
観
察
会
、サ
マ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
、
実
験
教
室
、
も

ち
つ
き
な
ど
季
節
に
合
わ
せ
た

イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
、
子
ど
も

た
ち
に
好
評
だ
。

●障害者雇用推進室
【グッドジョブ支援センター】

http://www.okayama-u.ac.jp/user/jinji/diversity/handicap/index.html
障害者雇用推進室は 2009年 4月、障がい者の法定雇用率を達成する施策の一環として
「グッドジョブ支援センター」を設置。障がいのある職員が支援員のサポートのもと、事務、
軽作業など多様な業務に当たっている。11年 3月にはバリアフリー設計の専用作業室を
整備し、よりよい職場環境で働きがいを持って業務に取り組む体制を整えた。

●
多
彩
な
業
務

　

グ
ッ
ド
ジ
ョ
ブ
支
援
セ
ン

タ
ー
の
業
務
は
主
に
四
つ
。
図

書
の
整
理
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
、

会
議
資
料
セ
ッ
ト
な
ど
の
事
務

作
業
▽
本
部
棟
や
津
島
地
区
の

草
刈
り
、
落
葉
集
め
、
清
掃
な

ど
の
軽
作
業
▽
津
島
地
区
構
内

と
鹿
田
地
区
の
文
書
集
配
業
務

▽
農
学
部
附
属
農
場
で
の
畑
作

業
・
出
荷
準
備
な
ど
。

　

現
在
、
支
援
員
10
人
と
障
が

い
を
持
つ
職
員
34
人
が
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
業
務
を
行
う
。
保

健
管
理
セ
ン
タ
ー
や
岡
山
障
害

者
職
業
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
も
連

携
し
、
職
員
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
や
研
修
会
を
実
施
す
る
な

ど
、
働
き
や
す
い
環
境
整
備
に

努
め
て
い
る
。

 

●
業
務
の
依
頼
を
受
け
付
け

グ
ッ
ド
ジ
ョ
ブ
支
援
セ
ン

●
イ
ク
メ
ン
し
て
ま
す
か
？

本
年
度
か
ら
男
性
教
職
員
の

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
向
上

を
目
指
し
、「
育M

en's Club

」

と
銘
打
っ
た
活
動
を
ス
タ
ー

ト
。
男
性
教
職
員
が
利
用
で
き

る
支
援
制
度
を
紹
介
し
、
仕
事
・

子
育
て
の
両
立
に
つ
い
て
情
報

交
換
す
る
場
を
提
供
す
る
。
厚

労
省
の
「
イ
ク
メ
ン
サ
ポ
ー

タ
ー
」
に
登
録
し
、
育
児
休
業

取
得
を
促
進
す
る
た
め
の
活
動

を
行
う
。

男
性
教
職
員
が
子
育
て
秘

話
を
紹
介
す
る
冊
子
「
岡
大

パ
パ
の
育
児
エ
ッ
セ
イ
集
」

（http://w
w

w
.okayam

a-u.
ac.jp/user/jinji/jisedai/
papa_kosodate/

）
も
発
刊
。

育
児
経
験
が
あ
る
本
学
の
男
性

職
員
に
よ
る
「
育
休
パ
パ
の
す

す
め
」
や
「
津
島
パ
パ
の
生
き

生
き
育
児
」
な
ど
を
紹
介
す
る
。

タ
ー
は
、
各
部
局
か
ら
の
業

務
の
依
頼
を
受
け
付
け
て
い

る
（http://w

w
w

.okayam
a-u.

ac.jp/user/jinji/diversity/
handicap/request.htm

l

）。
同

推
進
室
は
、
今
後
も
こ
れ
ま
で

学
外
へ
外
注
し
て
い
た
業
務
や

職
員
が
行
っ
て
い
る
業
務
の
中

で
同
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
行

が
可
能
な
業
務
を
検
討
し
、
職

域
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

企画・総務担当理事を推進本部長とし、�009 年 �月に設置されたダイバーシティ推進本部。「性
別、国籍、年齢、障害の有無に関する構成員の多様性を高め、ダイバーシティ文化の醸成
に努める」というダイバーシティポリシーの基、男女共同参画室、次世代育成支援室、障害
者雇用推進室、高齢者雇用安定室（設置当初は外国人雇用推進室を含む５室）の 4 室を中
心に、全ての職員の仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進を目指している。

●
学
内
保
育
施
設教

職
員
や
研

究
生
、
院
生
ら
の

子
ど
も
を
預
か
る

乳
幼
児
保
育
施

設「
な
か
よ
し
園
」

（
鹿
田
地
区
）
を

設
置
。
収
容
定
員

は
70
人
で
、
０
歳

児
か
ら
５
歳
児
ま
で
を
四
つ
の

ク
ラ
ス
に
分
け
て
い
る
。
保
育

目
標
は
、
仲
良
く
元
気
な
子
ど




